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(57)【要約】
【課題】汚染しない制動システムを提供する。
【解決手段】キャリパブラケット(1)と、ロータディス
ク(2)と、キャリパ(9)によって締め付けられる2つの移
動可能なパッド(5、5B)であって、摩耗から生じる粒子
を放出することができる摩擦材料を備えるパッド(5、5B
)と、キャリパブラケットに近接して少なくとも部分的
に配置される吸引装置(3)とを備え、吸引装置は、偏向
体(4)によって画定されると共に負圧が作り出される吸
引領域を、各々のパッドに近接して備える、汚染しない
ブレーキ組立体において、偏向体は、パッドに対して外
半径位置に位置付けられる少なくとも1つの部分を備え
ることを特徴とする、汚染しないブレーキ組立体。
【選択図】図3
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリパブラケット(1)と、
　径方向(R)が相対して定められる軸(X)の周りで回転するロータディスク(2)と、
　キャリパ(9)によって提供される締め付け力(PF)の下で前記ディスクを制動するために
、前記ディスクに圧し掛かるように意図される2つの移動可能なパッド(5、5B)であって、
摩耗から生じる粒子(8)を放出することができる摩擦材料を備えるパッド(5、5B)と、
　前記キャリパブラケットに近接して少なくとも部分的に配置される吸引装置(3)と
　を備え、
　前記吸引装置は、偏向体(4)によって画定されると共に負圧が作り出される吸引領域(ZA
)を、各々のパッドに近接して備える、汚染しないブレーキ組立体において、
　前記偏向体は、前記パッドに対して外半径位置に位置付けられる少なくとも1つの第1の
延在部(41)を備えることと、前記偏向体(4)は、前記キャリパブラケット(1)と一体に成形
されることとを特徴とする、汚染しないブレーキ組立体。
【請求項２】
　前記偏向体は、前記パッドに対して内半径位置に位置付けられる少なくとも1つの第2の
延在部(42)を備える、請求項1に記載のブレーキ組立体。
【請求項３】
　前記吸引装置は、全体的に前記キャリパブラケットに近接して配置され、前記キャリパ
ブラケットに取り付けられ、前記吸引装置は、
　前記粒子を回収するための少なくとも1つの容器(38)と、
　前記吸引領域から前記容器へと通じる管(31、32)と、
　駆動手段によって駆動され、前記容器において負圧を作り出すように構成される羽根車
(36)と
　をさらに備える、請求項1または2に記載のブレーキ組立体。
【請求項４】
　前記駆動手段は、機械的であり、前記ディスクにおいて擦れるローラ(39)を備える、請
求項3に記載のブレーキ組立体。
【請求項５】
　前記駆動手段は、電気的であり、制御ユニットによって制御される電気モータ(35)を備
える、請求項3に記載のブレーキ組立体。
【請求項６】
　前記偏向体は、前記ディスクの表面から1mmから2mmまでの間の距離(H)にある、前記デ
ィスクに最も近い縁を有する、請求項1から5のいずれか一項に記載のブレーキ組立体。
【請求項７】
　前記管は、前記キャリパブラケットにおいて、貫通孔によって一部で形成される、請求
項1に記載のブレーキ組立体。
【請求項８】
　前記偏向体(45)の自由な縁は、前記パッドのライニングの前端(54)に対して、ならびに
、少なくとも部分的に内半径部および外半径部に対して、密に連続的に適合し、前記偏向
体の前記自由な縁は、0.5mmから1.5mmまでの間の前記ライニングからの正接方向での距離
(K)にある、請求項1から7のいずれか一項に記載のブレーキ組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、汚染しない制動システムに関し、具体的には、道路車両または鉄道車両での
使用が意図されている汚染しない制動システムに関する。本発明は、具体的には、摩擦制
動によって発せられる摩耗から生じる粒子および埃を吸引によって捕捉することができる
制動システムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　これらの粒子は、周囲環境に放出されるとき、健康に害を与えることが知られている。
自動車についての電気モータにおける進歩は、摩擦ブレーキシステムの摩耗から生じる粒
子および埃を処理する必要性を、より強くしている。
【０００３】
　特許文献1は、パッド/ディスクの境界面のできるだけ近くで起こる吸引の原則に基づい
て、単純で十分に自律した装置を開示している。
【０００４】
　しかしながら、捕捉の比率が、大気条件に依存し、特には、ブレーキパッドのすぐ近傍
において広がる相対風に依存するため、最適ではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開2014/072234号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そのため、制動から生じる粒子および埃を前述の欠点の一部または全部を排除する仕方
で捕捉するために、解決策を改善する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このために、本発明は、
　-　キャリパブラケットと、
　-　径方向Rが相対して定められる軸Xの周りで回転するロータディスクと、
　-　キャリパによって提供される締め付け力の下で前記ディスクを制動するために、デ
ィスクに圧し掛かるように意図される2つの移動可能なパッドであって、摩耗から生じる
粒子を放出することができる摩擦材料を備えるパッドと、
　-　キャリパブラケットに近接して少なくとも部分的に配置され、キャリパブラケット
に取り付けられる吸引装置と
　を備え、
　吸引装置は、偏向体によって画定されると共に負圧が作り出される吸引領域を、各々の
パッドに近接して備える、汚染しないブレーキ組立体において、
　偏向体は、パッドに対して外半径位置に位置付けられる少なくとも1つの第1の延在部を
備えることを特徴とする、汚染しないブレーキ組立体を提案する。
【０００８】
　これらの構成があれば、ブレーキ組立体の周りでの様々な大気条件の下で、粒子捕捉率
を増加することが可能である。
【０００９】
　具体的には、吸引領域ZAがディスクの通常の回転の方向FWに対してパッドの前方に主に
位置付けられることは留意されるものであるが、局所的な大気における変化によって、粒
子は必ずしもすべて正接方向に放出されない可能性があり、有利には、第1の延在部は、
外向きに移動しようとする粒子を捕捉することを可能にする。
【００１０】
　本発明の様々な実施形態では、以下の構成の1つまたは複数が、場合によっては使用さ
れ得る。
【００１１】
　-　偏向体は、パッドに対して内半径位置に位置付けられる少なくとも1つの第2の延在
部を備える。したがって、吸引領域ZAは、具体的には内向きに移動しようとする粒子につ
いて、さらに最適化される。
【００１２】
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　-　吸引装置は、全体的にキャリパブラケットに近接して配置され、キャリパブラケッ
トに取り付けられ、吸引装置は、
　　-　粒子を回収するための少なくとも1つの容器と、
　　-　吸引領域から容器へと通じる管と、
　　-　駆動手段によって駆動され、容器において負圧を作り出すように構成される羽根
車と
　をさらに備え、それによって、機械的組み込みおよび自律性を向上する。
【００１３】
　-　駆動手段は、機械的であってよく、そのため、ディスクにおいて擦れるローラを備
えてもよく、したがって、完全な自律性を提供する。
【００１４】
　-　駆動手段は、電気的であってよく、制御ユニットによって制御される電気モータを
備えてもよく、これは、その制御において多様性および融通性を提供する。
【００１５】
　-　偏向体は、有利にはディスクの表面から1mmから2mmまでの間の距離(H)にある、ディ
スクに最も近い縁を有する。
【００１６】
　-　一実施形態によれば、偏向体は、キャリパブラケットと一体に成形されてもよく、
これは、解決策の構造を単純にし、コストを低減することを可能にするが、これがさらな
る機械加工を排除するものではないことに留意されたい。
【００１７】
　-　この場合、管は、キャリパブラケットにおいて、貫通孔によって一部で形成されて
もよく、解決策の小形化がさらに向上される。
【００１８】
　-　偏向体は、鋳造アルミニウム材料から作られる別部品であり、この材料は、その場
所において広がり得る高温に耐えることができる。
【００１９】
　-　一実施形態では、偏向体の自由な縁は、パッドのライニングの前端に対して、なら
びに、少なくとも部分的に内半径部および外半径部に対して、密に連続的に適合し、偏向
体の自由な縁は、0.5mmから1.5mmまでの間のライニングからの正接方向での距離(K)にあ
り、したがって、製造および捕捉品質における統計的ばらつきを受け入れるのに必要で十
分な遊びがある。
【００２０】
　本発明の他の特徴、目的、および利点は、非限定的な例として提供された本発明の2つ
の実施形態の以下の記載を読むことで明らかとなる。本発明は、添付の図面を参照するこ
とでより良く理解されもする。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１Ａ】本発明の第1の実施形態によるブレーキ組立体の一般的な図である。
【図１Ｂ】本発明の第2の実施形態によるブレーキ組立体の、図1Aと同様の一般的な図で
ある。
【図２】断面図である。
【図３】粒子の軌跡の説明図である。
【図４Ａ】第1の実施形態によるブレーキ組立体の分解図である。
【図４Ｂ】第2の実施形態によるブレーキ組立体の分解図である。
【図５】捕捉領域を示す図である。
【図６】パッドと偏向体との間の境界領域を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　様々な図において、同じ符号は、同一または同様の要素を指示している。図面は必ずし
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も一定の縮尺ではなく、具体的には特定の安全クリアランスまたは隙間といった、一部の
寸法が説明における明確性のために誇張されていることは、留意されるべきである。
【００２３】
　図1Aは、ディスクブレーキ構成に関する本発明の第1の実施形態によるブレーキ組立体1
0を示している。このようなディスクブレーキ構成は、自動車、多目的車、大型車、およ
びバスのほかに、鉄道車両および二輪車において、非常に一般的である。この構成では、
制動動作は、車輪周縁と一体であるが車輪周縁とは別である「ディスク」と呼ばれるロー
タに加えられる。
【００２４】
　特には都市部において、車両交通の増加のため、制動システムによって発せられる粒子
の数の増加がある。医学研究は、呼吸器系および一般的な健康に対するこれらの粒子の有
害性を認めている。そのため、周囲環境へのこれらの粒子の放出を実質的に低減すること
は重要であり、これが本発明の目的である。
【００２５】
　再生式の電気制動または渦電流制動など、可能な場合に摩擦のない制動システムを使用
する努力が行われているが、摩擦制動システムは、すべての速度において効果的であり、
車両を停止したままにすることができ、緊急制動のための適切で効果的な解決策を提供す
るため、完全に排除できないことが分かっている。
【００２６】
　摩擦制動では、制動は、運動エネルギーを熱へと変換することによって車輪の速度を低
下させるために2つのパッドが摩擦を加える、車輪の軸Xの周りに回転するロータ2に基づ
いている。軸Xの周りの回転は、正接方向(または、周囲方向)Tと、径方向R(局所的に、軸
および正接方向Tに対して直交する)とを定めることを可能にする。
【００２７】
　前方への進行に対応する回転の通常の方向FWも定められている。いずれの方向にも進行
する鉄道設備については、以下で記載されている吸引装置は、FWと反対の方向を取り扱う
ために、重複され得ることに留意されたい。
【００２８】
　図1A～図4Bに示しているように、様々な実施形態で共通して、ブレーキ組立体10は、制
動される車輪(または、制動される車軸の車輪)と一体である一定の厚さのディスクの形態
のロータ2と、ブレーキキャリパ9の動作を用いて、前記ロータを制動するために、ロータ
に圧し掛かるように設計された2つのパッド5、5B(「ブレーキパッド」とも呼ばれる)とを
備えている。
【００２９】
　ディスクは、ハブと、軸Xに対して垂直な符号21で表された第1の環状の側面と、第1の
環状の側面と平行な第2の環状の側面22とを備えており、それら側面の径方向外側の縁は
、ディスク縁23と呼ばれる周縁によって連結されている。
【００３０】
　ブレーキキャリパ9は、キャリパブラケット1へフローティングマウントによって取り付
けられている。このマウントは、例えばピン95(「案内ピン」としても知られている)にお
いて、Xに沿って浮遊しており、良く知られているため、さらなる説明はしない。
【００３１】
　キャリパブラケット1は、サスペンションアームまたはハブ担体にしっかりと固定され
るように意図されているクレビス11と、ディスクに跨るU字形の連結部(「ブリッジ」と称
されることもある)であって、より正確には、前側における第1のブリッジ12、後側におけ
る第2のブリッジ13、および、クレビスの反対でブリッジ同士を連結する連結円弧部19と
を備えている。
【００３２】
　道路車両の場合には、クレビス11は、ディスク2に対して車両の内側に配置され、連結
円弧部19は、ディスク2に対して車両の外側に配置される。クレビス11は、留め付けネジ
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を受け入れる孔17を用いて、サスペンションアームまたはハブ担体に固定されるように意
図されている。
【００３３】
　パッド5は、キャリパブラケット1に対してXに沿って移動可能であるように備え付けら
れるが、後でさらに詳述されるように、相補的な形によって周囲方向Tおよび径方向Rにお
いて実質的に動かないようにされている。
【００３４】
　パッド5は、ブレーキキャリパ9の内部に収容されており、パッド5のライニングがそれ
ぞれ第1のディスク面21と第2のディスク面22とを向く状態で、ディスク2を包囲している
。
【００３５】
　それ自体で知られているように、2つのパッド5、5Bは、ロータ2を挟み、車輪の軸方向X
と平行に方向付けられる力PFを生成するために、ピストン91によって互いに向かって駆り
立てられ得る。キャリパは、概してU字形の構成を有し、本体90と、ピストン91と反対に
配置された指片92とを備えている。
【００３６】
　各々のパッド5は、金属の裏当て50と、摩擦による摩耗から生じる粒子8を放出する可能
性のある摩擦材料を備えた圧力を加える本体51とを有している。圧力を加える本体は「ラ
イニング」51とも呼ばれ、摩擦材料は、そのブランド名によって称されることもある。摩
擦面は符号52で表されており、ライニング51が擦り減るにつれて、この面は、裏当て板50
に徐々に近づくように移動する。
【００３７】
　裏当て板50は、各々の端において舌部56を備えており、各々の舌部は、キャリパブラケ
ット1のぴったりと合う筐体14に受け入れられる。これは、正接方向Tおよび径方向Rにお
いて動かないようにでき、筐体は、軸方向Xにおける舌部の移動を許容する。
【００３８】
　本発明によれば、ブレーキ組立体10は、制動による摩耗から生じる粒子および埃8を捕
捉することができる吸引装置3を備えている。
【００３９】
　吸引装置3は、キャリパブラケット1の身近な環境へのそれ自体の組み込みを容易にする
寸法を有している。
【００４０】
　より具体的には、吸引装置3は、
　-　パッドのライニングの近くに捕捉領域を定めることを可能にする偏向体4を備えた吸
引領域ZAと、
　-　摩擦材料の粒子8を回収するための回収容器38と、
　-　吸引領域ZAから回収容器38へと通じる管31、32であって、すなわち、容器に通じる
共通部分を場合によっては備える、一方の側のための第1の管31、および、他方の側のた
めの第2の管32と、
　-　後で説明されることになる駆動手段によって駆動され、そのため、容器において負
圧を作り出すことができる羽根車36と
　を備える。
【００４１】
　フィルタが容器に設けられており、フィルタは、負圧を作り出すために空気の通過を許
容するが、粒子8の通過を許容しない。
【００４２】
　負圧は、羽根車の回転によって容器38において作り出される。この負圧は、吸引口47に
おいて、および、偏向体4によって画定された捕捉領域ZAにおいて、管においても広がる
。負圧は、捕捉領域ZAから容器38へと粒子を引き込むのに十分である。
【００４３】



(7) JP 2017-125610 A 2017.7.20

10

20

30

40

50

　別の言い方をすれば、偏向体4は、ディスク2およびライニング51と共に、吸引領域ZAと
呼ばれるいくらか包囲された空間を定めている。
【００４４】
　有利には、先行技術の特定の解決策と異なり、粒子を撒き散らすことになる吹き付けが
使用されない。
【００４５】
　ある有利な態様によれば、偏向体は、パッドに対して外半径位置に位置付けられる第1
の延在部41を備える。
【００４６】
　偏向体が、パッドに対して内半径位置に位置付けられる第2の延在部42を備えることも
、可能である。
【００４７】
　図3に示しているように、時間tにおいて広がる大気に依存して、粒子の排出は、厳密に
正接である排出の形態ETでは必ずしも起こらない。かなりの頻度の状況において、外側に
向かう排出EFが見られ、他のより稀な状況では、中心に向かう排出EPが見られさえする可
能性もある。当然ながら、外側に向かう排出と中心に向かう排出とを同時に伴う軌跡での
著しい撒き散らしもあり得る。
【００４８】
　外半径位置および内半径位置にそれぞれ位置付けられている延在部41、42からの覆いは
、図3においてかなり広範囲に及んでいるが、図6ではそれほど広範囲に及んでいないこと
が分かる。
【００４９】
　実際には、ライニングは、Xに中心付けられた円の円弧を形成する外側縁58を有してお
り、この外側縁は前端59を有しており、発明者は、外の延在部41が少なくとも前記前端59
まで延びなければならないことを決定している(図6参照)。好ましくは、外の延在部41は
、円の円弧を形成する外側縁58の前端59を覆う。
【００５０】
　図2で示しているように、偏向体4は、ディスクの表面から1mmから2mmまでの間の距離H
に位置付けられている、ディスクに最も近い縁を有している。別の言い方をすれば、Hは
、ディスクの表面に対する偏向体4のクリアランスである。図2では、キャリパブラケット
1が表されていないことは留意されるものである。
【００５１】
　偏向体の自由な縁45の形は、パッドのライニングの前端54に対して、ならびに、少なく
とも部分的に内半径部および外半径部に対して、密に連続的に適合している。有利な一実
施形態では、偏向体の自由な縁は、0.5mmから1.5mmまでの間のライニングからの距離Kに
ある。
【００５２】
　偏向体の覆いは、唯一の厳密に必要なものであり、パッドおよび他の構成要素の冷却へ
の影響は最小である。
【００５３】
　ディスク2も擦り減らされ、吸引装置によって同じく捕捉される金属粒子を放出するこ
とは、留意されるものである。
【００５４】
　ここまでにおいて、記載は異なる実施形態について同じであることは、留意されるもの
である。
【００５５】
　具体的には図1Aおよび図4Aにおいて描写されている第1の実施形態によれば、駆動手段
は、特許文献1においてすでに言及されている機械的な解決策に基づいている。ローラ39
がロータの縁23に当たっており、ローラは摩擦によって駆動される。バネ荷重の掛けられ
た搭載によって、加えられる圧力を調節することができる。増速/減速歯車が、ディスク
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の速度と、所望の負圧を満たす羽根車の速度との間の比例定数を得るために、提供されて
もよい。
【００５６】
　示した例では、偏向体4は、鋳造アルミニウムなどの材料から作られた別部品である。
【００５７】
　図1Bおよび図4Bにおいて描写されている第2の実施形態によれば、電気モータ35が羽根
車を駆動するための手段として使用されている。この電気モータは、例えばブレーキペダ
ルにおける運転者の制動動作に基づいて、電気モータを作動するように構成されたソフト
ウェアを備える制御ユニット(図示せず)によって制御される。
【００５８】
　一変形形態(図示せず)によれば、ブレーキ組立体の各々へと管によって連結された中央
化ユニットにおいて負圧発生要素が用いられる。
【００５９】
　図示した例では、偏向体4は、鋳造アルミニウムなどの材料から作られた別部品である
。
【００６０】
　図示した2つの実施形態では、偏向体4、4Bはキャリパブラケット1に対してしっかりと
備え付けられている。ディスクに対するキャリパブラケットの位置が非常に正確であるた
め、偏向体4、4Bの位置は、パッドの擦り減りの度合いに係わらず、ディスクに対して適
切に維持され、したがって、パッド5のライニング51の残りの厚さに係わらず、適切に維
持された寸法Hおよび寸法K(上記参照)を得ることが可能である。
【００６１】
　図示した2つの実施形態では、偏向体4、4Bは、鋳造アルミニウムなどの材料から作られ
た別部品として形成されている。
【００６２】
　一変形形態(図示せず)によれば、偏向体はキャリパブラケット1と一体に成形される。
この場合、図4Bに示した場合にあるように、管は、キャリパブラケットにおいて、貫通孔
18によって一部で形成されてもよい。
【００６３】
　一変形形態(図示せず)によれば、キャリパはキャリパブラケットに固定的に備え付けら
れてもよいことに留意されたい。
【符号の説明】
【００６４】
　　1　キャリパブラケット
　　2　ロータ、ディスク
　　3　吸引装置
　　4　偏向体
　　5、5B　パッド
　　8　粒子、埃
　　9　ブレーキキャリパ
　　10　ブレーキ組立体
　　11　クレビス
　　12　第1のブリッジ
　　13　第2のブリッジ
　　14　筐体
　　17　孔
　　18　貫通孔
　　19　連結円弧部
　　21　第1の環状の側面、第1のディスク面
　　22　第2の環状の側面、第2のディスク面
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　　23　ディスク縁、ロータの縁
　　31　第1の管
　　32　第2の管
　　35　電気モータ
　　36　羽根車
　　38　回収容器
　　39　ローラ
　　41　第1の延在部
　　42　第2の延在部
　　45　自由な縁
　　47　吸引口
　　50　裏当て板
　　51　圧力を加える本体、ライニング
　　54　前端
　　56　舌部
　　58　外側縁
　　59　前端
　　90　本体
　　91　ピストン
　　92　指片
　　95　ピン
　　EF　外側に向かう排出
　　EP　中心に向かう排出
　　ET　排出の形態
　　FW　回転の方向
　　K　距離
　　H　距離
　　PF　力
　　R　径方向
　　T　正接方向、周囲方向
　　X　軸、軸方向
　　ZA　吸引領域、捕捉領域
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